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Japanese Gengo, Historical Consciousness and Christianity 
 
 





紀元 AD の影響があるのではないかという仮説を立てて検証を試みる。 














 The Taiho era, which was the first era to be established without interruption in Japan, started from the birth 
of Prince Obito, who later became Emperor Shomu. This era is quite different from China’s Kengen era, which 
was based on the enthronement of the Emperor Wu of Han. In this paper, we explore and test the hypothesis of 
the influence of the anno domino (AD) period after Christ’s incarnation on Taiho. 
AD was transmitted to Tang with East-Syriac Christianity in 641. Although Kunitake KUME points out that 
Christianity influenced Prince Shotoku’s biography and that it was transmitted from Tang to Japan in the late 
7th century, this argument has been criticized as unsound. An entourage which included an envoy of Dvaravati 
(the present-day Chao Phraya River area in Thailand) as well as Indian couples who intended to pay tribute to 
Tang came to Japan in 654 via a route that by-passed China. The fact that they also brought Christianity to 
Japan is supported by the production and circulation of the first Japanese coin (Bon Silver Coin), circulated in 
the Tenchi era. The principal image of Amida Sanzo-zo (the statue of Amida Triad) in Zenko-ji Temple （善光
寺）is believed to have been sent to Japan from India via the Korean peninsula without passing through China. 
In addition to the Zenko-ji Faith, Christianity’s influence can also be found in the Gion Faith （祇園信仰）, the 
Spiritual Faith （怨霊・御霊信仰）, and the Spring/Autumn Fair Party （春秋彼岸会）. 
As pointed out by Masao MARUYAMA, the irreversible historical consciousness that has been established 
in Japan is unending and compatible with Darwin’s theory of evolution. Taro OKAMOTO expresses it as the 
Tree of Life within the Tower of the Sun in the 1970 Exposition. Eschatological thought was transformed into 
cyclical patterns and was found in the practice of Kaigens based on the ideas of the Shin-yu Revolution （辛酉
革命）and the Ko-shi change of order （甲子革令）. During the reigns of Emperor Godaigo and Emperor 
Komei, the Kaigens based on these ideas were performed and the abolition movement against shogunate 
government（幕府）became dominant. Prime Minister Takashi (Kei) HARA was assassinated in 1921, and the 
Taisho democracy movement started to become dominant around that time. In addition, Japan’s unique 
evolutionary historical consciousness has been expressed by idols since the period of high economic growth. 
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日本の元号・歴史意識とキリスト教 





日本の元号は、大化改新に伴う皇極天皇の退位・孝徳天皇の即位の５日後、皇極天皇 4 年 6 月 19
日（ユリウス暦 AD645 年 7 月 17 日、以下西暦の AD は省略）に大化元年と定められたのが初例であ
り、大化から白雉へと改元されたが、白雉 5 年 10 月 10 日（654 年 11 月 24 日）の孝徳天皇崩御後は
改元のないまま元号は使われず、天武天皇 15 年 7 月 20 日（686 年 8 月 14 日）に朱鳥が定められたも
のの、朱鳥元年 9 月 9 日（10 月 1 日）の同天皇崩御後、改元がなく元号は使われなかった。このよう
に、７世紀後半の日本においては、中国の元号のように中断なく年を刻む直線的時間の上で展開する
歴史という意識がまだ希薄であったと思われる。 
 日本で中断なく継続的に元号が定められるようになったのは、文武天皇 5 年 3 月 21 日（701 年 5 月
3 日）に大宝元年と定められて以降である。「『続日本紀』には建元とあり、木簡などの同時代の紀年

















ではなかろうか。大赦が行われた 11 月 4 日が首皇子誕生の少し後とすれば、一月上旬に宮子はすでに
妊娠していたと思われる。おそらく、宮子の妊娠のため、賀茂一族の役行者も帰朝を赦されたものと
思われる。3」 
















聖武即位は神亀元年 2 月 4 日（724 年 3 月 3 日）であり、そこに至るまでの間も、無事に成長して
                                                        
1 米田雄介編［2003］『歴代天皇年号事典』吉川弘文館、100 頁。 




される６進法だった。当初６進法が採用されたのは 10 元＝60 年＝干支１周期というわかりやすい対応が
あるからだろう。 
3 平山朝治［2012］「日本神話にみる自由主義のなりたち」『筑波大学経済学論集』第 64 号、
http://doi.org/10.15068/00137840、14 頁。 
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皇紀と AD との間にも似たような対応関係がある。1940 年（昭和 15年）は皇紀 2600年であり、戦
争がなければ東京オリンピックの開催など国を挙げて大々的に祝われるはずだった年であり、661 年
マイナス BC の西暦年および AD の西暦年プラス 660年が皇紀となり 11、660年は 60年周期で一巡す
る干支の 11回分にあたる。 
                                                        
6 イエス・キリストの誕生日は異教の〈太陽の誕生祭〉に倣って４世紀後半には毎年 12 月 25 日に祝われ
るようになり、１月６日の顕現日までが降誕節とされた（柚木康［1988］「クリスマス」『キリスト教大





ルーツはキリスト伝 : キリスト教伝来のインドルートを探る』http://hdl.handle.net/2241/00125293。 
9 久米邦武［1903］『上宮太子実録』（久米邦武［1988］『久米邦武歴史著作集 第一巻 聖徳太子の研究』
吉川弘文館）。 
10 坂本太郎［1979］『聖徳太子』吉川弘文館、12 頁。 
11 天文学の紀年法をのぞいて紀元０年は存在せず、BC１年の翌年は AD１年である。 
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『易緯鄭玄注』は 1320 年を一蔀とし 13、日本の神武元年もそれに従って BC660 辛酉年とされた。





一蔀を重視する辛酉革命の年代観にあわせて釈迦の生誕年が BC660 年とされたのではなかろうか 14。 
690 年、弥勒下生として武則天の登位を正当化する「証明因縁讖」などの讖文によって経文を解釈
した『大雲経疏』をふまえて、『大雲経』を収めた大雲寺（大雲経寺）が各州に置かれ、武則天は登位









り，その信仰するマニ教の会堂設置を認め，大暦 3 (768) 年これに大雲光明寺の額を与えた。3 年後に
荊，揚，洪，越の諸州にも同名のマニ寺が建てられ，元和 2 (807) 年には洛陽，太原にもマニ寺がお
かれた。18」しかし、中国北部で 579 年に亡くなった人の墓が最近発掘され、６世紀後半にはすでに
                                                        
12 平山朝治［2005］『改元・官僚制・革命（改訂版）』http://hdl.handle.net/2241/100801、6-7 頁。 
13 1260 年を一蔀とする説に対する批判は、安居香山［1983］『中国神秘思想の日本への展開』大正大学出
版部、平山［2005］「Ⅲ 革年改元の起源」を参照。 
14 釈迦の誕生年（仏滅の 80 年前）は BC1029 年（『周書異記』）、BC624 年（南伝）、BC566~5 年（南伝に基
づく『歴代三宝紀』の衆聖点記）、BC563（南伝に基づく近代の説）、BC463（北伝に基づく中村元説）な
どの諸説があり（山崎元一［1984］「仏滅年代について」『東洋学術研究 』106 号）、661 年ころ中国で知












2019 年６月 19 日閲覧。 





元 16 年（728 年）にかけて唐で使われた麟徳暦が準備されていたころに龍朔改元が行われた。したが
って、661 年ころマニ教が辛酉革命思想や一蔀 1320 年説の形成に影響を与えた可能性は低くないと思
われる。 
西暦１年と唐の龍朔元年や日本の天智称制開始年である 661年の干支がいずれも辛酉であり、神武























７月３日、15 日、〈 〉内は割注） 










                                                        
19 La Vaissière, Etienne de [2005] “Mani en Chine au VIe siècle", Journal Asiatique, Vol.293 No.1.pp.357-8.  




22 平山朝治［2009-3］『平山朝治著作集 第３巻 貨幣と市民社会の起源』中央経済社、「Ⅱ−１章 大乗仏
教の誕生とキリスト教」「Ⅱ−２章 一世紀の思想革命とローマ帝国・インド間貿易」を参照。 
23 漢文は小島憲之ほか校注・訳［1998］『新編日本古典文学全集 日本書紀③』小学館、による。 
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のと思われる（同、55 頁以下、145 頁以下を参照）。 
     
図 3 東南アジア大陸部の標準銀貨と十字刻印入り杋銀貨 
左（裏・表・断面）：R. S. Wicks [1992], Money, Markets, and Trade in Early Southeast Asia: the Development 
of Indigenous Monetary Systems to AD 1400, Ithaca, p.117. 
中：真宝院出土（「データベースれきはく」https://www.rekihaku.ac.jp/doc/t-db-index.html で、「館蔵資
料（画像付き）」をクリックしてフリーワードに「無文銀銭」を入力した結果のうち、資料番号


















  9 
って数えたほうが便利だとみなされるようになることが、大宝以降元号が途絶えることなく定めら
れる前提になっていると思われる 25。さらに、大宝建元以降の日本の元号は中国の元号だけではな







































26 今村啓爾 ［2001］『富本銭と謎の銀銭──貨幣誕生の真相』小学館、平山［2009-3］145 頁以下を参照。 
27 平山朝治［2006］「貨幣の起源について」『筑波大学経済学論集』第 55 号、
http://doi.org/10.15068/00137871。 
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図６ 善光寺の一光三尊（御前立本尊）と開山三卿 






















イ リ シ オ ミ
が伝えた神を祭ったことにはじまるらしい 31。ドヴァーラヴァティーから
                                                        
29 『盂蘭盆経』は西域か中国で作られた偽経とする説が従来有力だったが、最近はインドで作られたとさ
れている（Karashima, Seishi [2013] “The Meaning of Yulanpen 盂蘭盆 ––– "Rice Bowl" on Pravāraṇā Day”, 
Annual Report of the International Research Institute for Advanced Buddhologyat at Soka University, Vol.16 No.1, 
https://www.academia.edu/9211768/,辛嶋静志［2013］「『盂蘭盆』の本当の意味 ―『ご飯をのせた盆』と推
定」『中外日報』2013 年 7 月 25 日、
https://web.archive.org/web/20170501091520/http://www.chugainippoh.co.jp/ronbun/2013/0725rondan.html ）。 
30 「八坂郷鎮座大神之記」紀繁継編［1870］『八坂社旧記集録』上巻、http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/816139/7、
2019 年６月１５日閲覧。「承暦三           有方記」（コマ番号 9-10、有方の２字は左１／
３程度虫食い）とあるように、1079 年に紀有方が著したとされている。 














































                                                        
32 平山［2009-3］52-4 頁、長戸満男［2007］「無文銀銭試論」『財団法人京都市埋蔵文化財研究所研究紀要』
第 10 号、https://www.kyoto-arc.or.jp/News/kenkyu/10nagato.pdf。 
33 『二十二社註式』所引「承平五年（935 年）六月十三日官符」（『群書類従』第二輯 神祇部 巻第二十
二、236 頁）、五島［2002］31-2 頁。 
34 安田喜憲［1994］『蛇と十字架──東西の風土と宗教新装版』人文書院、「Ⅱ 蛇を殺す一神教の誕生」、
同［2004］『文明の環境史観』中央公論新社、267-72 頁。 
35 京都市埋蔵文化財研究所編［2010］『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告 2009-11 史跡法観寺境内』
京都市埋蔵文化財研究所、13 頁）。 
36 『元亨釈書』巻第十八神仙五「法道」（国文学研究資料館新日本古典籍総合データベース、












38 水野清一［1961］「さまざまなる造像」『世界考古学大系 第４巻 日本Ⅳ 歴史時代』平凡社、105
頁, 図 90。 
















   
図７ 祇園御本社粽と祇園守紋 
出所：左 著者撮影（八坂神社＝祇園御本社授与の粽、自宅玄関先、2019年４月 18日撮影） 
右上 https://ja.wikipedia.org/wiki/成駒屋#/media/File:Narikoma-ya_Gion-mamori_inverted.png 
右下 https://twitter.com/hideki27fc5/status/712972109023064064  














此任一。至レ今不レ絶。」（『類聚三代格』巻第五、弘 仁 11（820）年２月 27 日付太政官符所引典薬寮解 ）













http://www.zekkeikana.com/kyoto/saijiki/gionmatsuri/chimaki11.html、2019 年５月 24 日閲覧）。 
42 http://arakawasaitama.com/hanaindex/subchigaya.html、2019 年５月 24 日閲覧。 
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ように、祇園祭（祇園御霊会）は貞観 11 年（869 年）５月 26 日の貞観地震直後に創始されて 2019年


















                                                        
45 八坂神社文書編纂委員会編［2016］『新編八坂神社記録』臨川書店、66 頁。『祇園本縁雑実記』は寛文
年間に編纂されたと考えられるものであり、従来、八坂神社編［1906］『八坂誌 乾』八坂神社、121 頁
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/904398/84、2019 年６月 26 日閲覧）に『祇園社本縁録』として引用され
ていた（河内将芳［2016］『2015 年度 実績報告書 日本中世・近世寺社古記録成立に関する基礎的研究』
https://kaken.nii.ac.jp/ja/report/KAKENHI-PROJECT-25370811/253708112015jisseki/、2019 年６月 27 日閲覧）。 
46 ５月 26 日の貞観地震が同年６月７日の矛立て〜14 日の神輿渡御を帰結したとする説は、注 43 で挙げた






























































                                                                                                                                                                                        
山［2009-5］268、305-15 頁）。 
49 丸山眞男［1972］「歴史意識の『古層』」『丸山眞男集 第 10 巻 1972〜1978』岩波書店を参照、引用





51 F. A. ハイエク、一谷藤一郎訳［1954］『隷従への道――全体主義と自由』東京創元社（同、西山千明訳
［1992］『ハイエク全集 第１期別巻 隷属への道』春秋社）、同、佐藤茂行訳［1979］『科学による反革
命――理性の濫用』木鐸社（同、渡辺幹雄訳［2011］『ハイエク全集 第２期第３巻 科学による反革命』
春秋社）、同、矢島鈞次・水吉俊彦訳［1986］『ハイエク全集 第１期第 8 巻 法と立法と自由（1）ルー
ルと秩序』春秋社、同、篠塚慎吾訳［1987］『ハイエク全集 第１期第 9 巻 法と立法と自由（2）社会
正義の幻想』春秋社、同、渡部茂訳［1988］『ハイエク全集 第１期第 10 巻 法と立法と自由（3）自由
人の政治的秩序』春秋社を参照。 
52 北山茂夫［1958］『萬葉の創造的精神』新潮社、36-7 頁。 
53 『万葉集』29-31、平野仁啓［1976］『続 古代日本人の精神構造』未来社、318-34 頁、真木［1981］101-7
頁。 























                                                        

























































出所 左：http://www.fashionsnap.com/news/2011-12-13/osaka-banpaku-taro/  2011年 12月 13日 14:26 JST 





いるとみることができる。また、江戸時代に、1650 年（慶安３年）、1705 年（宝永２年）、1771 年（明
和８年）、1830 年（文政 13 年・天保元年）と約 60 年周期に起こった大規模なおかげまいり 59も周期
化された終末現象であろう。前者は知識層、後者は一般庶民が主たる担い手だが、60 年は当時として
は普通に長生きした人の誕生から死までの標準的な時間と考えることができる 60。 
 革命と訳される revolution の動詞形 revolve は「回転する、ぐるぐる回る、循環する、周期的に起こ
                                                        
59 山口千代己［1992］「多くの民衆伊勢へ『おかげまいり』」『歴史の情報蔵』
http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/rekishi/kenshi/asp/arekore/detail.asp?record=85、2019 年６月 21 日閲覧。 
60 当時としては恵まれた生活・医療環境を享受していた徳川将軍 15 人の平均寿命は 51.4 歳であり、60 歳
以上生きた将軍は６人である（「徳川将軍の平均寿命は何歳？」『歴史ハック』 
https://rekishi-hack.com/tokugawa265/、2019 年５月 12 日閲覧）。 




















酉・大正 10 年）や 1924 年（甲子・大正 13 年）のころは普通選挙に向けて一君万民を理念とする大正






















                                                        
61 https://ejje.weblio.jp/content/revolve、2019 年５月 12 日閲覧。 
62 「右大臣道真、重ねて右近衛大将ヲ辞ス、明日文章博士三善清行、書ヲ道真に送リテ、辞職ヲ勧ム」（『大
日本史料 第一編之二』昌泰３年 10 月 11 日条）、「文章博士三善清行、明年辛酉革命ノ議ヲ上ル」（同、
同年 11 月 21 日条）。 
63 平山［2005］「Ⅲ 革年改元の起源」、とくに注 13 を参照。 
64 三善清行「革命勘文」（『大日本史料 第一編之二』延喜元年２月 22 日条、山岸徳平ほか校注［1979］『日
本思想大系８ 古代政治社会思想』岩波書店）。 
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65 阿久悠［2007］『夢を食った男たち──「スター誕生」と歌謡曲黄金の 70 年代』文春文庫（初出は 1992-3
年）175-6 頁。 





第 68 号、http://doi.org/10.15068/00137027、４頁、同［2018］「アイドル 150 年──アイドル・ブームと長
期波動」『筑波大学経済学論集』第 70 号、http://doi.org/10.15068/00150843、5-6 頁。 
69平山朝治［2019］「ＡＫＢレインボー経済」『筑波大学経済学論集』第 71 号、http://doi.org/10.15068/00154855。 
 
